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　はじめに

ベニアミゴロモ Dictyurus purpurascens Bory de 

Saint-Vincent（紅色植物門，イギス目ダジア科）

はインド南東部 Tamil Nadu州の Cape Comorinで

採集された標本に基づいて原記載された（Bory，

1834; Silva et al., 1996; 吉田 , 1998）．本種はイン

ドやスリランカ，タンザニアなどのインド洋熱帯

域に広く分布すると共に，ミクロネシアやフィ

ジー，ニュージーランド，中国（南沙諸島，西沙

諸島）などの太平洋西部からも報告されている

（Børgesen, 1945; Chang and Xia, 1978; Lewis, 1984; 

Silva et al., 1996; Phillips, 1997, 2002; Zheng, et al., 

2001; Oliveira et al., 2005; Coppejans et al., 2009）．

日本では，Tanaka (1963)が鹿児島県大島郡龍

郷町（奄美大島）の水深 40 mで採集された標本

を日本新産種として報告した．しかし，日本産種

に関するその後の報告はなく，国立科学博物館

（TNS）や北海道大学総合研究博物館（SAP），九

州大学農学部海藻標本庫などの国内主要海藻標本

庫にも標本は収蔵されていなかった．

筆者らのグループは，九州南部および南西諸

島の海藻相調査を 2001年以降実施しており，ホ

ソカバノリ Gracilaria yamamotoi Zhang et Xiaやヒ

メクビレオゴノリ Gracilaria articulata Chang et 

Xiaなどの日本新産種を報告すると共に，原記載・

初記録以降に報告のない実体不明種の生育を確認

してきた（Terada and Ueno, 2004; Terada and Shi-

mada, 2005）．今回，徳之島でベニアミゴロモを

2008年 12月に採取し，本邦における生育を 48

年ぶりに確認したことから，ここに報告する．

　材料および方法

調査は，2008年 12月 13日に鹿児島県大島郡

天城町（徳之島）与名間で実施した．採集は

SCUBAでおこない，与名間漁港（27°53.110′N，

128°53.055′E）の沖合約 300 mの水深 10 m前後に

おいて，他の海藻類と共に採集した．材料は冷凍

保存の上で鹿児島大学水産学部水産植物学研究室

に持ち帰り，観察をおこなった．なお，観察標本

は同研究室標本庫に収蔵した．

　結果および考察

Dictyurus purpurascens Bory de Saint-Vincent in 

Bélanger and Bory de Saint-Vincent, 1834: 170–

171, pl. 15: fig. 2.

ベニアミゴロモ（Figs. 1–3）

Tanaka, 1963; Chang and Xia, 1978; Zheng, et al., 

2001; Coppejans et al., 2009. 

Specimen examined: Yonama, Amagi Town (Toku-

noshima Island), Kagoshima Prefecture, Japan, Dec. 

13, 2008 (Terada 4577).

体は直立して叢生し，高さ約 3 cmまでになる．

主軸は円柱状で，互生または不規則に分岐し，側

生の枝と末端枝を規則的な列に生じる．末端枝は

1列の細胞列で，それぞれが連絡して網状の構造

を形成する．主軸は中軸細胞と 4個の周心細胞か

らなり，皮層で覆われる．
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ベニアミゴロモ属Dictyurusは，現在のところD. 

fenestratus Dickinson，D. gymnopus J. Agardh，D. 

maldivensis Hackett et Aregood，D. occidentalis J. 

Agardh，ベニアミゴロモ D. purpurascensの 5種

が知られている．このうち D. fenestratusは大西

洋に面したガーナやセネガル沿岸，D. maldivensis

はモルジブ，D. occidentalisはカリブ海に分布し，

これまで太平洋西部からの報告はない．日本では

ベニアミゴロモ 1種のみが報告されている．

徳之島産の材料は，Bory（1834）の原記載や

Tanaka（1963），Zhang et al.（2001）の記載と一

致し，ベニアミゴロモD. purpurascensと同定した．

本種は 1列細胞の末端枝が網目状に連絡し，円柱

状の主軸を囲むように形成する点で他種と区別で

きる．日本産の個体は中国産の個体よりやや小型

で，Tanaka（1963）とほぼ同じ大きさだった．本

種の生殖器官の構造については Svedelius and 

Nygren（1946）が報告しているが，採集された材

料はいずれも未成熟体だったことから確認できな

かった．

Fig. 1. Herbarium specimen of Dictyurus purpurascens Bory de 
Saint-Vincent from Tokunoshima Island, Kagoshima Prefecture 
(Terada 4577).

Fig. 2. Habits of branch and branchlet.

Fig. 3. Close up of branchlet, showing net-like structure of the 
surface of the frond.
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採集地は沖合に向かって緩やかに傾斜してお

り，基質は岩盤または岩塊だった．Tanaka（1963）

は水深 40 mのサンゴ礁より採集されたと報告し

ているが，本研究で採集された場所は水深 10 m

前後だったことから，漸深帯に広く生育している

ことが考えられた．また，本種はインド洋から太

平洋に至る広範囲に生育するが，奄美群島が分布

の北限に位置することが示唆された．

環境省のレッドリスト（環境庁 2000；環境省

2007）は，南西諸島に分布する海藻類として，絶

滅危惧 I類（CR+EN）6種と II類（VU）12種，

準絶滅危惧（NT）30種を報告すると共に，情報

不足として 23種を掲載している．絶滅危惧種と

しての記載は希少性の評価が重要であり，分布や

生育状況等の知見が十分でない種類は情報不足と

して掲載される．しかし，初記録以降に報告のな

かったベニアミゴロモは，生育の実体そのものが

未確認だったことから，情報不足のカテゴリーに

も掲載されていなかった．今後は，本種の分布や

生育環境について詳細に研究をおこない，希少性

を評価することが求められる．
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